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委員からの提出意見 

 
＜立本 博文委員＞ 
■【資料２－１】新たな国際標準戦略（最終案）について 
 最終案を拝見しました。大きなところで意見の相違はありません。委員の皆様や事務局

の尽力に感謝申し上げます。 
 本戦略案は長期的な取り組みになると思いますので、その点を再度強調するとともに、

継続的に本取り組みに関する内閣府・省庁の理解の醸成が必要と感じています。また、
当然、そのためには予算等のサポートも必要と思っています。 

 昨今の国際情勢の変化により、欧州やグローバルサウスと呼ばれている地域のプレゼ
ンスが上がって来ています。デジュリ・デファクト・フォーラム標準の中でも、デジュ
リ標準の重要性が中長期的に見直されると思います。このようなダイナミックな変化
を捉えつつ、国際標準戦略の取り組みが進むと良いと考えています。 

 国際標準戦略を、標準規格活動だけの狭い視野で捉えるのではなく、イノベーション政
策の流れの中で捉えることも、重要な点と感じています。この点は今後より強調されて
いくべきだと考えています。 
 

以上 


